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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
財
政
余
力
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
国
債
の
海
外
保
有
比
率
の
上
昇
に
懸
念
を
示
す
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
海
外
投
資

家
の
中
に
は
、
中
央
銀
行
、
年
金
積
立
金
の
運
用
機
関
、
生
命
保
険
会
社
等
の
国
債
の
安
定
的
な
保
有
を
見
込
む
こ
と
が
で

き
る
投
資
家
も
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。
海
外
投
資
家
を
含
め
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
投
資
家
が
国
債
市
場
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
御
指
摘
の
「
長
期
金
利
の
上
昇
局
面
」
を
含
め
、
国
債
の
売
買
が
い
ず
れ
か
一
方
に
偏
る
こ
と
を
防
ぎ
、
市
場

を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
国
債
の
安
定
消
化
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
「
財
政
余
力
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
日
の
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
が
「
成
長
率
の
範
囲
内
に
債
務
残
高
の
伸
び
率
を
抑
え
、
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

を
引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
経
済
危
機
時
や
自
然
災
害
時
に
備
え
た
財
政
余
力
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
財
政
の

持
続
可
能
性
を
実
現
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
信
認
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
東
日
本
大
震
災
級
の
大
地
震
が
発
生
し
、
同
程
度
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
大
規
模
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
地
震
の
発
生
場
所
、
規
模
、

被
害
の
状
況
や
復
旧
・
復
興
の
方
針
等
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


